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レ
ジ
袋
な
ど
、
商
品
を
入
れ
た
り
包
ん
だ
り
し
て
い
る

容
器
包
装
類
は
、
家
庭
ご
み
の
う
ち
、
容
積
比
で
６
割
に
も

な
り
、
私
た
ち
が
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
受
け
取
る
レ
ジ
袋
は
、

な
ん
と
、
１
年
間
で
一
人
当
た
り
約
3
0
0
枚
に
も
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
レ
ジ
袋
は
石
油
を
原
料
と
し
て
お
り
、L
L
サ
イ

ズ
１
枚
の
レ
ジ
袋
を
石
油
に
換
算
す
る
と
、
小
さ
な
お
ち

ょ
こ
１
杯
分
に
な
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
ス
ト
ッ
プ
・
レ
ジ
袋
大
作
戦
と
し
て
、
山
梨
県

ノ
ー
レ
ジ
袋
推
進
連
絡
協
議
会
と
一
緒
に
ご
み
減
量
の
一

環
と
し
て
レ
ジ
袋
削
減
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
協
議
会
で

は
、
毎
月
10
日
、20
日
、30
日
の
ゼ
ロ
の
つ
く
日
を
「
ノ
ー
レ

ジ
袋
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　
ご
み
の
減
量
と
石
油
資
源
節
約
の
た
め
、
マ
イ
バ
ッ
グ

な
ど
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

●
問
合
先
　
循
環
型
社
会
推
進
課
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5
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※
雪
の
中
　
献
血
ま
っ
て
る
　
母
が
い
る

　
血
液
は
長
期
間
保
存
が
で
き
な
い
た
め
、
必
要
な
量
を

毎
日
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
山
梨
県
内
で
常

時
献
血
が
で
き
る
の
は
県
民
会
館
１
階
の
献
血
ル
ー
ム
の

み
で
す
。

　
こ
の
た
め
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
市
町
村
、
企

業
、
団
体
等
の
協
力
の
も
と
、
献
血
バ
ス
で
県
内
各
地
を
訪

れ
て
、
皆
さ
ん
に
献
血
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
　

　
し
か
し
、
冬
場
は
団
体
の
協
力
が
得
ら
れ
に
く
く
な
る

の
と
体
調
を
崩
す
方
が
多
い
た
め
、
献
血
者
が
減
少
し
て

し
ま
い
ま
す
。
１
月
か
ら
２
月
末
ま
で
の
「
は
た
ち
の
献

血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
若
者
に
も
協
力
を
求
め
て
い

ま
す
。
献
血
バ
ス
が
近
く
に
出
張
し
た
際
に
は
、
献
血
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
富
士
・
東
部
地
区
で

の
献
血
バ
ス
の
予
定
と
献
血
ル
ー
ム
の
連
絡
先
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
バ
ス
予
定
表
登
載
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
　
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

○
県
民
会
館
献
血
ル
ー
ム
　

　
　
電
話
0
5
5-

2
3
5-

3
1
3
5

　
　
　
　
（
甲
府
市
丸
の
内
1-

9-

11
）

　■
日
　
時
　
１
月
26
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
講
　
師
　
松
山
古
流
教
授
　
山
本
武
弘
（
松
光
斉
一
柳
）
氏

■
内
　
容
　
生
け
花
は
女
性
の
習
い
事
、
難
し
い
も
の
と
思 

　
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
男
性
に
だ
っ
て
で
き
ま
す
。

　
楽
し
い
で
す
。
早
春
を
花
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
対
　
象
　
男
性
　
20
名
　
■
材
料
費
　
１
人
５
０
０
円

●
申
込
・
問
合
先
　

　
ぴ
ゅ
あ
富
士
　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　T

E
L

0
5
5
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45-

１
６
６
６
　

　
　
　T

E
L

0
5
5
4-

45-

１
６
６
３
　
　

※
託
児
あ
り
（
未
就
学
児
）
。
３
日
前
ま
で
に
申
し
込
む
。

　
　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
は
、

　
　
　
　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

【
例
】

　
※
家
庭
か
ら
出
た
ゴ
ミ
や
廃
品
の
焼
却

　
※
解
体
し
た
家
屋
か
ら
出
た
木
く
ず
や
廃
畳
等
の
焼
却

　
※
事
業
活
動
で
出
た
紙
く
ず
・
木
く
ず
等
の
焼
却

　
※
霜
害
を
防
ぐ
た
め
の
廃
タ
イ
ヤ
等
の
焼
却

　
※
農
業
で
マ
ル
チ
ン
グ
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
使
用
し

　
　
た
ビ
ニ
ー
ル
類
の
焼
却

【
例
外
】

・
廃
棄
物
処
理
基
準
に
適
合
し
た
焼
却
炉
で
の
ゴ
ミ
の
焼

　 

却
（
排
ガ
ス
処
理
装
置
等
を
完
備
し
た
焼
却
炉
で
の
み

　 

可
能
）

・
災
害
の
応
急
対
策
や
復
旧
の
た
め
必
要
な
ゴ
ミ
の
焼
却

・
農
業
者
や
林
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
や
伐
採
し
た
枝
等
の 

　 

焼
却

・「
ど
ん
と
焼
き
」
な
ど
風
俗
習
慣
又
は
宗
教
行
事
を
行
う

　
　
た
め
の
焼
却

・
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
な
わ
　

れ
る
軽
微
な
焼
却(

例
～
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
　

ー
、
暖
を
と
る
為
の
薪
の
焼
却
、
い
ず
れ
の
場
合
も
ビ
　

ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
ゴ
ミ
を
燃
や
す
こ
と
は
　

出
来
ま
せ
ん
。
）

◆
法
律
に
違
反
し
て
野
外
焼
却
を
行
っ
た
場
合
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 

以
下
の
罰
則
の
適
用
を
受
け
処
罰
さ
れ
ま
す
。

＝
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

　
　
　
　
　
第
16
の
２
、
　
同
法
　
第
25
条
１
項
＝

○
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

●
問
合
先
：
富
士
・
東
部
林
務
環
境
事
務
所
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
０
５
５
４
―
45
―
７
８
１
１
）

　
　
　
　
　
町
環
境
課
（
℡
72
‐
３
１
６
９
）

毎
月
10
日
、20
日
、30
日
は
「
ノ
ー
レ
ジ
袋
の
日
」
で
す

山
梨
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ゴ
ミ
の
野
焼
き
禁
止

男
の
た
め
の
「
生
け
花
」
入
門
講
座
（
早
春
編
）
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土
砂
の
崩
落
・
流
出
な
ど
に
よ
る
災
害
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
、「
山
梨
県
土
砂
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る

条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
0
0
0
�
以
上
の
区
域
で
「
土
砂
に
よ
る
土
地
の
埋

立
て
」「
盛
土
」「
土
砂
の
堆
積
」
を
行
う
場
合
は
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
。

　
知
事
の
許
可
を
得
ず
に
上
記
の
「
土
砂
に
よ
る
土
地
の

埋
立
て
」
な
ど
を
行
う
と
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
「
土
砂
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
」
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
許
可
申
請
を
行
い
、
知
事
の
許
可
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
、「
土
砂
に
よ
る

土
地
の
埋
立
て
」
な
ど
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
３
月
31
日

ま
で
は
、
引
き
続
き
「
土
砂
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
」
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
合
先
　
山
梨
県
森
林
整
備
課
　

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
3-

1
6
4

◆
申
請
書
提
出
先
　
富
士
・
東
部
林
務
環
境
事
務
所

　
　
森
づ
く
り
推
進
課
　
森
林
保
全
幹

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

45-

7
8
1
3

土
砂
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
、盛
土
、土
砂
の

　
堆
積
を
行
う
場
合
は
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

国際テロ対策にご協力をお願いします!
北海道・洞爺湖サミットを控えて

　9.11米国同時多発テロ事件以降、我が国をはじめ世界各国で国際テロ防止対策が強化され
ていますが、凄惨なテロ事件は依然として後を絶ちません。
　こうした情勢のなかで、平成20年7月には北海道・洞爺湖サミットが開催されますが、平
成17年の英国サミット開催時には、ロンドンの地下鉄が爆破され、多数の市民が犠牲になっ
ています。警察では、このようなテロの脅威から皆様の安全・安心な生活を守るため、様々
な対策を推進しています。

～危険物(プロパンやガソリンなど)の管理は大丈夫?

～爆発物の原材料となるような薬品等の管理は大丈夫?

～自動車のロックは大丈夫? 盗難防止にご注意!

～不審な人や車、荷物等を見かけた時は通報を!

あなたが感じたあなたが感じたあなたが感じた

  「何か変だなぁ」を、警察へ連絡して下さい。  「何か変だなぁ」を、警察へ連絡して下さい。  「何か変だなぁ」を、警察へ連絡して下さい。
山梨県警察本部　　℡055-235-2121
富士吉田警察署　　℡0555-22-0110

炎上する世界貿易センタービル(２００１年９月)　(時事)炎上する世界貿易センタービル(２００１年９月)　(時事) 成田空港における警戒活動 (千葉)成田空港における警戒活動 (千葉)
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富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

2007年度ネイチャーガイド研修会（植物）が開催されました

河口湖フィールドセンター周辺の風物詩　（１）野鳥

2007年のご理解ご協力に感謝するとともに、2008年もよろしくお願いいたします

ショート・ニュース

　富士河口湖町公認ネイチャーガイド制度がスタートしてから５年目を迎え、現在約６０名が町公認のネイチャーガイドとし

て活躍しております。毎年３月には更新研修会が開かれるのですが、もっと早い時

期に植物の研修会を開催してほしいとの要望があり、１１月２５日に河口湖フィール

ドセンターで、山梨学院短期大学教授大久保栄治先生をお招きして研修会を開催

しました。日刊マラソンと重なったこともあり１９名の参加で行われました。

　午前中は、先生自身が撮影されたたくさんの写真を使って「富士山の植物」につ

いてのお話しをいただき、冗談もまじえ

たわかりやすいトークで、代表的な樹木

の葉から種類を当てるクイズもあり、楽し

く役に立つ講義でした。午後は、河口湖フィールドセンター周辺の植物を見ながら

説明を伺い、普段疑問に思っていたことなどの質問にも丁寧にわかりやすく答え

ていただき、参加者からは「とても楽しかった」「参加して良かった」「ずっと疑問

に思っていたことがわかってスッキリした」などの感想が聞かれ有意義な研修会だ

ったと実感しました。

　標高約１０５０ｍに位置する河口湖フィールドセンター周辺は、剣丸尾溶岩流上に発達した赤松とソヨゴを中心とした自然

林であるため、たくさんの野鳥がすんでいます。１１月から数日、昼休みを利用して野鳥の撮影にチャレンジしましたが、鳴き

声は聞こえてもなかなか近づけず撮影は大変だと痛感しています。しかし、フールドセンター裏にある職員手作りの水場が

多くの鳥が水を飲んだり、水浴びをしたりするための大切な場所になっていることがわかりました。

　人の姿が見えると水場に現れない鳥が多いので、ビデオカメラを三脚で設置し、

自動で１時間連続撮影してみました。その結果、普段なかなか見られないシロハラ

と思われる鳥がやってきていたり、ヒヨドリが５羽も集まっていたり、ヤマガラ・シジ

ュウカラ・ヒガラ・コガラ・エナガといったカラ類にも水場に来る順番があるなどの

様子を記録することが出来ました。

　河口湖フィールドセンタービオトープの池もカラ類やアトリなどの冬鳥の水場に

なっていたり、メジロがソヨゴやツリバナの木を好んだり、ツグミがカラマツの高い

木に止まっていたり、オオタカらしい猛禽類が飛び立つのも見ることが出来ました。

　常緑のものを除くほとんどの広葉樹が冬には葉を落としますので、冬は野鳥の観察・撮影に適した季節です。時間をかけ

て冬鳥の観察をすると、きっとおもしろい発見があると思います。

・国立科学博物館（東京上野）の創立１３０周年記念で開催されている「富士山展-宝永噴火３００年-」（２００８年１月２０日まで

開  　催）に、河口湖フィールドセンター所蔵の溶岩樹型と火山弾が貸し出され展示されています。

　http://www.kahaku.go.jp/event/２００７/１２fujiyama/index.html

・２００７年１２月１３日に山と渓谷社から発行された「自然の見方が変わる本（日本自然保護協会編集）」に、渡辺通人の「アリ

　に世話され成虫になるミヤマシジミ」と題した文と写真が掲載されました。
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大
嵐
地
区
の
歴
史
　
前
編

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径

文化３年(１８０６)８月 大嵐村絵図　都留市蔵(森嶋家文書) 『都留市史』より

Small diameter when old

　
富
士
河
口
湖
町
大
嵐
地
区
は
か
つ
て
大
嵐
村
と
呼
ば
れ
、
河
口
湖
西
岸
に
位

置
す
る
山
間
地
の
小
さ
な
村
で
し
た
。
村
落
の
起
源
は
古
く
、
村
中
心
部
の
北
開

戸
（
カ
イ
ト
）・
南
開
戸
や
北
平
か
ら
は
縄
文
時
代
・
古
墳
時
代
の
遺
跡
が
発
掘
さ

れ
て
い
ま
す
。
奈
良
時
代
に
国
・
郡
・
里
制
が
制
定
さ
れ
、
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
加

藤
京
長
が
甲
斐
国
都
留
郡
司
と
な
り
、
そ
の
後
の
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時

代
に
か
け
て
大
嵐
は
加
藤
氏
の
所
領
で
し
た
。
加
藤
・
遠
山
系
図
（
名
古
屋
蓬
左

文
庫
所
蔵
）
の
中
に
、
加
藤
次
郎
景
廉
（
か
げ
か
ど
）
の
娘
で
中
村
太
郎
景
平
（
か

げ
ひ
ら
）
の
妻
の
所
領
と
し
て
大
原
荘
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
加
藤
光
員

（
み
つ
か
ず
）・
景
廉
兄
弟
は
石
橋
山
合
戦
（
一
一
八
〇
年
、
源
頼
朝
が
伊
豆
で
挙

兵
）
で
の
敗
戦
後
、
富
士
北
麓
の
大
原
荘
内
に
一
時
隠
れ
た
と
も
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
頃
は
加
藤
氏
の
領
地
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
梶
原
景
時
事
件
（
源
頼
朝

死
後
三
浦
氏
に
排
斥
さ
れ
た
）
に
連
座
し
て
大
原
の
所
領
を
失
い
ま
し
た
。
文
化

十
一
年
（
一
八
一
四
）
完
成
の
『
甲
斐
国
志
』
に
よ
る
と
大
嵐
村
は
「
東
北
赤
坂
勝

山
ト
境
・
西
北
天
神
峠
ヨ
リ
檀
山
峰
ヲ
限
リ
長
浜
村
ト
境
・
南
長
塚
ヨ
リ
札
木

（
ふ
だ
ぎ
）
マ
デ
成
沢
村
境
・
東
ツ
ツ
ジ
・
大
塚
・
又
勝
山
村
ト
境
・
東
勝
山
二
十
四

町
西
北
長
浜
十
八
町
南
成
沢
村
一
里
、
富
士
登
山
の
古
道
ア
リ
　
相
伝
フ
　
古

ハ
川
口
村
ヨ
リ
大
石
長
浜
ヲ
歴
テ
此
ヨ
リ
登
山
セ
シ
ト
ゾ
　
古
大
荒
又
大
原
ニ

作
ル
大
原
庄
ハ
湖
水
ノ
辺
　
川
口
浅
川
村
省
キ
余
村
庄
号
ナ
リ
　
大
原
村
ハ
其

本
村
ナ
リ
シ
ヤ
…
（
以
下
略
）
」
と
あ
り
ま
す
。
大
嵐
と
い
う
名
前
は
昔
は
大
原
、

そ
の
後
に
大
荒
、
現
在
は
大
嵐
と
な
っ
て
い
ま
す
。
富
士
山
麓
地
方
は
平
安
時
代

末
以
前
に
大
原
荘
と
い
わ
れ
て
お
り
大
嵐
が
大
原
の
名
前
を
用
い
た
の
は
大
原

荘
よ
り
と
っ
た
名
前
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
大
嵐
は
、
足
和
田
山
の
東
麓
に
面
し
て
お
り
標
高
八
七
〇
メ
ー
ト
ル
の

高
冷
地
に
あ
り
ま
す
。
大
嵐
地
区
の
中
を
富
士
登
山
の
古
道
で
あ
る
道
者
道
（
ど

う
じ
ゃ
み
ち
）
が
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
は
役
小
角
や
修
験
道
者
が
回
峰
修
行

の
た
め
に
富
士
山
に
登
山
し
行
法
を
行
う
の
に
通
っ
た
道
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
地
区
の
中
央
を
宿
（
し
ゅ
く
）
と
い
い
、
修
験
道
者
や
富
士
講
信
徒
が
泊

ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
大
嵐
は
甲
斐
の
古
道
「
若
彦
路
」

が
通
っ
て
い
て
富
士
登
山
の
古
道
の
拠
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
足
和
田

山
の
頂
上
（
檀
の
山
）
の
下
に
は
法
印
坂
が
あ
り
、
そ
の
下
に
行
座
と
い
う
場
所

が
あ
り
ま
す
。
修
験
道
者
が
修
行
を
行
っ
た
場
所
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
行

座
は
後
に
御
堂
寺
奥
の
院
と
な
り
真
言
密
教
伝
授
行
法
の
地
と
伝
え
ら
れ
、
そ

の
礎
石
が
現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。
山
腹
に
は
榛
名
池
と
い
う
玉
水
の
湧
出
す

る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
山
麓
の
蓮
華
寺
は
、
大
同
四
年
弘
法
大
師
空
海
が
富

士
山
小
室
社
に
安
置
さ
れ
て
い
た
諸
像
を
大
原
村
に
移
し
、
一
宇
を
建
立
し
て

大
同
山
御
堂
寺
と
い
う
真
言
宗
寺
院
を
開
い
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
は
弘

安
五
年
（
一
二
八
二
）
九
月
十
二
日
に
身
延
山
よ
り
武
州
池
上
へ
向
か
う
日
蓮
聖

人
が
川
口
村
の
上
ノ
坊
に
宿
し
た
際
に
、
河
口
浅
間
神
社
の
御
師
の
梅
屋
釆
女

を
折
伏
（
し
ゃ
く
ぶ
く
）
し
ま
し
た
。
釆
女
は
時
に
御
堂
寺
の
僧
侶
が
私
の
兄
弟

な
り
と
翌
日
聖
人
を
大
原
村
に
伴
い
ま
し
た
。
日
蓮
聖
人
は
御
堂
寺
の
法
玄
阿

闍
梨
と
問
答
を
行
い
、
法
玄
阿
闍
梨
を
折
伏
し
ま
し
た
。
こ
の
時
大
き
な
石
の
上

で
問
答
を
行
っ

た
と
い
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
問
答

大
石
は
今
も
蓮

華
寺
の
鐘
楼
堂

の
下
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
本

寺
は
真
言
宗
か

ら
日
蓮
宗
に
改

宗
し
、
寺
号
も
大

同
山
御
堂
寺
か

ら
持
名
山
蓮
華

寺
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。
元
々
安

置
さ
れ
て
い
た

大
日
如
来
を
多

宝
如
来
と
し
て

そ
の
ま
ま
開
眼

安
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
寺

の
紋
は
梅
谷
の

紋
を
用
い
て
い
ま
す
。

　
　
〈
次
号
に
続
く
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

文
化
財
審
議
委
員
　
三
浦
嘉
弘
）
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ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
無
料
講
習
会

平
成
20
年
度
山
梨
県
消
費
生
活
相
談
員
募
集

新
し
い
年
で
す
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
！

　
【
大
正
琴(

栞
の
会)

教
室
】

仮
称
「
富
士
河
口
湖
町
防
災
ネ
ッ
ト
ア
マ
チ
ュ
ア

　
　
無
線
ク
ラ
ブ
」
の
設
立
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

　
　
　
　
　
南
都
留
学
園
学
生
募
集

募

集

　
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
突
入
！
今
す
ぐ
始
め
て
理
想

の
滑
り
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！
！
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
初
心
者

大
歓
迎
、
有
名
講
師
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
目
指
す
方
、
全
日
本
技
術
選
手
権
出
場
選
手
と
滑

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
当
日
受
付
も
Ｏ
Ｋ
！
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時
と
場
所

　
２
月
２
日
（
カ
ム
イ
御
坂
）

　
　
　
午
後
６
時
30
分
　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
受
付
開
始

　
　
　
午
後
７
時
30
分
　
講
習
開
始

　
３
月
１
日
（
ふ
じ
て
ん
リ
ゾ
ー
ト
）
午
後
７
時
講
習
開
始

＊
講
習
後
、希
望
者
に
は
級
別
検
定
も
開
催
し
ま
す
。（
有
料
）

■
対
象
と
ク
ラ
ス
　
中
学
生
以
上
～
シ
ニ
ア
、

※
初
心
者
、
初
級
、
中
級
、
上
級
、
検
定
準
備
ク
ラ
ス
に
分

　
か
れ
ま
す
。（
ス
ペ
シ
ャ
ル
ク
ラ
ス
は
事
前
に
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。
）

■
講
習
費
用
　

　
無
料
（
リ
フ
ト
代
、
飲
食
代
は
個
人
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ケ
ガ
・
事
故
な
ど
の
保
険
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

　
各
自
の
責
任
に
お
い
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
）

●
問
合
先
　
河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
坂
本
ま
で

　
　
　
　
　
（
℡
0
9
0
‐
4
7
4
9
‐
4
0
0
7
）

　
な
つ
か
し
い
歌
、
思
い
出
の
曲
を
私
た
ち
仲
間
と
一
緒

に
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か(

初
心
者
歓
迎)

。手
・
指
を
動
か
し

、脳
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
時
　
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
　
午
後
2
時
～
4
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館

■
対
　
象
　
男
女
年
齢
問
い
ま
せ
ん

●
申
込
み
　
生
涯
学
習
課
　
℡
72-

6
0
5
3

　
　
　
　
　
講
師
　
上
原
　
℡
73-

1
8
6
8

＊
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
よ
る
非
常
通
信
の
必
要
性

　
非
常
時
に
お
け
る
通
信
手
段
と
し
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
携
帯
電
話
の
著
し
い
普
及
で
交
通
事
故
な
ど

で
の
無
線
の
必
要
性
は
低
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま

で
携
帯
電
話
の
圏
外
で
あ
っ
た
山
岳
地
帯
に
も
中
継
局

が
設
置
さ
れ
、
山
岳
遭
難
で
の
救
助
に
も
活
用
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
全
て
の
地
域
が
携
帯
電
話
の
圏
内
で

カ
バ
ー
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
地
震
や
大
型
台

風
な
ど
の
大
規
模
災
害
で
は
携
帯
電
話
の
使
用
が
集
中

し
回
線
が
塞
が
れ
た
り
途
中
の
ケ
ー
ブ
ル
の
切
断
な
ど

で
そ
の
機
能
が
大
き
く
欠
落
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
有
事
に
活
躍
す
る
の
が
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
で
す
。
町
で
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
資
格
を
お
持

ち
で
、
こ
の
主
旨
を
理
解
さ
れ
参
画
に
興
味
の
あ
る
方
は

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
町
議
会
事
務
局
　
小
林
次
仁
　

　
　
Ｊ
Ｈ
１
Ｅ
Ｍ
Ａ
　

　
　
　
　
携
帯
電
話
；
0
9
0-

1
0
5
6-

5
7
9
6

　
大
室
接
骨
院
　
　
大
室
正
美
　

　
　
７
Ｋ
１
Ｍ
Ｕ
Ａ
　
電
話
；
73-

1
9
7
5

　
丸
富
観
光
物
産
（
有
）
　
小
池
亦
彦
　

　
　
Ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
　
電
話
；
72-

0
7
4
3

　
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
で
は
、
平
成
20
年
度
入
学
生
を

募
集
し
ま
す
。「
生
き
が
い
の
創
造
と
地
域
文
化
の
振
興
」

が
勧
学
院
の
ね
ら
い
で
す
。
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や
技

能
を
さ
ら
に
磨
き
、
県
下
９
学
園
に
集
う
仲
間
と
共
に
ふ

る
さ
と
山
梨
・
日
本
の
心
・
現
代
社
会
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
学
園
40
名(

県
下
９
学
園
で
3
6
0
名)

■
入
学
資
格
　
県
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上
の
方
で
、
健

　
　
　
　
　
　
康
で
学
習
意
欲
の
あ
る
方

■
修
業
年
限
　
２
ヵ
年

■
募
集
期
間
　
１
月
21
日(

月)

～
３
月
13
日(

木)

ま
で

　
　
　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
し
め
き
り
）

■
学
費
な
ど
　
５
６
５
０
円

　
　
（
年
間
基
本
学
習
費
５
０
０
０
円
、
保
険
２
７
０
円
、

　
　 

 

勧
学
院
バ
ッ
ジ
３
８
０
円
）

●
申
込
み
・
問
合
先
　
富
士
・
東
部
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

こ
と
ぶ
き
勧
学
院
担
当
　
今
澤

　
　
　
　T

E
L

０
５
５
４
‐
45
‐
７
８
２
１

　
　
　
　F

A
X

０
５
５
４
‐
45
‐
７
８
２
３

メ
ー
ル
　i

m
a
z
a
w
a
-
a
t
s
m
@
p
r
e
f
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
.
l
g
.
j
p

　
県
で
は
、
地
域
に
お
け
る
消
費
者
の
相
談
窓
口
と
な

り
、
消
費
者
問
題
に
関
す
る
意
見
・
要
望
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
消
費
者
と
行
政
の
橋
渡
し
役
と
な
て
い
た
だ
く
消

費
生
活
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
消
費
者

　
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方

■
募
集
人
員
　
30
名

■
任
　
期
　
４
月
１
日
～
平
成
21
年
３
月
31
日

つ
ぐ
ひ
と

ま
た
ひ
こ
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電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

公
正
取
引
委
員
会
「
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
」
募
集

映
画
「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
」
上
映
会

ま
ち
か
ど
子
育
て
応
援
団

お
知
ら
せ

■
謝
　
金
　
年
額
上
限
６
千
円
（
定
期
報
告
及
び
ア
ン
ケ

　
ー
ト
な
ど
の
通
信
費
は
県
で
負
担
し
ま
す
）

■
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
�
住
所
�
氏
名
�
年
齢
�

　
性
別
�
電
話
番
号
�
職
業
�
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
�
県

　
消
費
生
活
相
談
歴
や
他
の
官
公
庁
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の

　
略
歴
�
応
募
理
由
�
電
話
番
号
公
表
の
可
否
を
記
入

　
し
て
下
さ
い
。

■
応
募
期
間
　
２
月
８
日
（
金
）
ま
で

●
応
募
・
問
合
先
　
〒400

‐8501

　
甲
府
市
丸
の
内
１-

６-

１

　
　
県
庁
県
民
生
活
課
消
費
生
活
担
当

　
　
　
　
　
　T

E
L

０
５
５-

2
2
3-

１
３
５
２
　

　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5-
2
2
3-

1
3
5
4

　
総
務
省
で
は
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
、
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電
気
通
信

　
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
満
20
歳
以
上
の
方
、
た
だ

　
し
、
総
務
省
及
び
電
気
通
信
事
業
者
に
勤
務
経
験
の

　
あ
る
方
並
び
に
そ
の
家
族
を
除
き
ま
す
。

■
活
動
内
容
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査(

年
２
回
・
全
員)

・
会

議
　
へ
の
出
席(

年
１
回
・
別
途
出
席
を
お
願
い
す
る
方)

■
委
託
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

■
謝
　
　
礼
　
お
支
払
い
い
た
し
ま
す

■
応
募
方
法
　
は
が
き
、
封
書
、
�
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

　
�
郵
便
番
号
�
住
所
�
電
話
番
号
�
氏
名
�
フ
リ
ガ

　
ナ
�
性
別
�
年
齢
�
職
業
�
応
募
の
動
機
�
メ
ー
ル

　
ア
ド
レ
ス(

任
意)

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　
〒1

0
2
-
8
7
9
5

　
千
代
田
区
九
段
南
一
丁
目
2
番
1
号

　
　
　
　 

関
東
総
合
通
信
局
　
電
気
通
信
事
業
課

　
　
　
　
　F

A
X

　
03-

6
2
3
8-

1
6
9
8
　

　
メ
ー
ル
　m

o
n
i
t
o
r
-
k
a
n
t
o
@
r
b
t
.
s
o
u
m
u
.
g
o
.
j
p

■
募
集
期
間
　
２
月
25
日(

月)

ま
で

○
問
合
先
電
気
通
信
事
業
課
℡
03-

6
2
3
8-

1
6
7
6

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
方(

学
生
可)

■
応
募
方
法
　
郵
便
は
が
き
又
は
封
書
に
、
次
の
事
項
を

　
記
載
の
上
、
左
記
の
公
正
取
引
委
員
会
へ
郵
送
し
て
下

　
さ
い
。

■
あ
て
先
　
〒1
0
0
-
8
9
8
7

　
公
正
取
引
委
員
会
　
消
費

　
者
取
引
課 

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
係(

住
所
不
要
。
郵
便
　

番
号
と
宛
名
だ
け
で
公
正
取
引
委
員
会
に
届
き
ま
す
。)

■
記
載
事
項
①
郵
便
番
号･

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
　

④
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス(

携
帯
電
話
不
可
お
持
ち
の
方

の
み)

⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦
職
業(

例:

会
社
員
、
専
業
主
婦
、

パ
ー
ト)

⑧
家
族
構
成(

同
居
家
族)

／
続
柄
、
年
齢
、
職
業

(

例:

夫
40
会
社
員
、
子
9
小
学
生)

⑨
最
寄
の
鉄
道
駅(

例

:

○
○
線
□
□
駅)

⑩
御
自
宅
か
ら
上
記
鉄
道
駅
ま
で
の

所
要
時
間(

例:

バ
ス
◇
分(

○
○
交
通
△
△
停
留
所)

、
徒

歩
◇
◇
分)

⑪
応
募
理
由(

1
5
0
字
程
度)

■
応
募
締
切
　
２
月
15
日(

金)
(

当
日
消
印
有
効)

＊
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
も
た
ず
、

　
認
知
症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
温
か
い
目
で
見
守
る

　
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
庭
、
地
域
や
職
場
で
自
分
が
ど

　
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
い
き
ま

　
せ
ん
か
？

■
内
　
容
　
認
知
症
に
よ
っ
て
ゆ
っ
く
り
こ
わ
れ
て
い

　
　
　
　
　
く
妻
を
静
か
に
見
守
り
介
護
す
る
夫
の
夫

　
　
　
　
　
婦
愛
を
描
い
た
作
品

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

■
日
　
時
　
２
月
15
日
（
金
）
　

　
　
　
　
　
昼
の
部
　
午
後
２
時
～
　

　
　
　
　
　
夜
の
部
　
午
後
６
時
30
分
～

■
前
売
券
　
大
人
千
円
、 

学
生
（
中
学
生
以
上
）
五
百
円

■
主
　
催
（
社
）
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
山
梨
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
北
麓
地
域
　
は
ま
な
し
の
会

●
申
込
先
　
世
話
人 

渡
辺
　

　
　
　
　
　
℡
0
9
0-

8
0
1
9-

2
6
4
4

　
子
育
て
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
健
康
相

談
・
育
児
相
談
・
マ
マ
友
達
を
作
り
た
い
方
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
下
さ
い
。
同
時
に
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し

、
乳
幼
児
の
身
長
、
体
重
測
定
が
で
き
ま
す
。

■
日
　
時
　
１
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
無
料
）

■
場
　
所
　
富
士
急
百
貨
店
（
Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
）
４
階

　
　
　
　
　
　
こ
ど
も
王
国
お
あ
そ
び
ひ
ろ
ば

●
連
絡
先
　
子
育
て
ふ
ぁ
ん
は
う
す
　
ふ
わ
っ
と

　
　
　
　
　
　
℡
23
‐
３
２
３
６
（
渡
辺
）

※
山
梨
県
委
託
　
ま
ち
か
ど
子
育
て
応
援
事
業


